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縮尺 図面番号
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一般図・現況横断図・施工ブロック図(参考図)

図 示

徳島県東部県土整備局
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路線名等

工事箇所

徳島北灘線

徳島市不動東町(四国三郎橋)(第2分割)

A1
P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 A2

82 500 82 500 160 000 82 500

単純鋼床版箱桁 3径間連続鋼斜張橋 325 000

4@72 500=290 000 3@71 000=213 000

4径間連続鋼床版箱桁 3径間連続鋼床版箱桁

四国三郎橋 橋長 910 500

主塔 主塔
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至 北灘 至 徳島
応神町 不動東町

実施設計図面

1 500 3 000 3 000 1 500

4 500 4 500

現況横断図

二次施工 一次施工 三次施工

下流側 上流側

W=3.0m W=3.0m W=3.0m

S=1:100

A1 P1 P2 P3 P4
主塔 主塔

施工範囲
L=212.1m

二次施工 W=3.0m

一次施工 W=3.0m

三次施工 W=3.0m

施工ブロック図(参考図)
S=V:1/300,H:1/1500

路肩 1.5m 

上り車線  3.0m 

下り車線1 3.0m 

路肩 1.5m 

1 500 3 000 3 000 1 500下流側 上流側3 000

6 000 6 000

第1径間 拡幅部 標準部

路肩 1.5m 

上り車線 3.0m 

下り車線 3.0m 

路肩 1.5m 

(標準部 幅員)

 下り車線2 3.0m 

(拡幅部 幅員)

　・夜間施工(21時～翌6時)を想定している。

R4徳土 徳島北灘線　徳・不動東

※一次～三次の施工割は参考

(現場条件)

　・施工期間中においても6時～21時は2車線(上下各1車線ずつ)の通行を確保する

　・施工中は片側交互通行により最低1車線の通行を確保することを想定している。

　　ことを想定している。

R4工事 発注済み

P5 P6 P7 P8

R3工事 施工済み

　・グースAsのブリスタリング防止のため中央ブロックから施工することを想定している。

         舗装修繕工事(2)(担い手確保型)

橋面舗装打換工
基層(グースアスファルト) A=1910m2
表層(改質密粒度As 3型-WF) A=1910m2

施工延長 L=212.1m

(工
事
起
点

側
) 

(工
事
終
点

側
) 

P9 P10 A2



正面図・断面図・構造図 S=1:150
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

正面図・断面図・構造図

図示

徳島県東部県土整備局

/

路線名等

工事箇所

徳島北灘線

下流側 上流側

1 500 3 000

2
2
.5
0
0

3 000 1 500

舗装版打換工 W=9 000

車線CL OWPIWP車線CL IWPOWP

 接着層

舗装構造図

3
5

35

70

(鋼床版)

 基層 t=35mm
 グースアスファルト

Sc=1:5

 速分解型ﾀｯｸｺｰﾄ(PKM-T-Q) 

 表層 t=35mm
 ポリマー改質密粒度As Ⅲ型-WF(13)

端部防水・排水構造図
Sc=1:5

(右側端部)

表 層

基 層  排水用導水管 φ18mm(内径)
SUS製

 L型止水目地材(橋梁端部用)

鋼製縁石

(舗装打換工)

 素地調整
 1種ケレン(遠心バキュームブラスト)
 ブラスト処理 防せい度 ISO Sa 2 1/2

30

(鋼床版)

(既設舗装断面図)

グースAs

S=1:50

4
0

ポリマー改質密粒度As Ⅲ型-WF

 高弾性成型目地材t=10mm

表 層

基 層

 低弾性成型目地材t=5mm

表 層

基 層

舗装継手部

(鋼床版) (鋼床版)

既設施工及び前日施工　 当日施工

二次施工 W=3 000 一次施工 W=3 000 三次施工 W=3 000

実施設計図面

2 2

徳島北灘線

・基層と構造物(地覆,伸縮装置)の接合面には高弾性成型目地材(厚10mm*幅35mm)を設置すること。

・基層同士の接合面には低弾性成型目地材(厚5mm*幅35mm)を設置すること。

・既設舗装厚は箇所毎に異なる可能性があるため撤去後に実測し計画打換厚を精査すること。

・排水用導水管は既設排水桝の横孔に接続すること。既設の横孔が使えない場合は，本工事にて

(留意事項)

　孔明けして新たな流末孔を設けること(これに要する費用は設計変更の対象とする)。

※一次～三次の施工割は参考

・接着層は素地調整後速やかに施工すること(4時間以内)。

 L型止水目地材(切削面用)

 研削材投射密度 300kg/m2

※舗装厚は橋梁台帳より

徳島市不動東町(四国三郎橋)(第2分割)

R4徳土 徳島北灘線　徳・不動東
         舗装修繕工事(2)(担い手確保型)


